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マグノリア グループホーム 令和６年度 第 4 回運営推進会議 報告書 

 

開催日 令和６年 11 月 20 日（水） 

開催場所 グループホームマグノリア 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

利用者の家族 ０名 地域包括支援センター １名 

地域住民の代表 1 名 行政（市長寿社会課） １名 

    

事業所 

出席者 

施設長 グループホーム職員 4 名 

グループホーム管理者  

欠席者 利用者の家族、地域住民の代表２名 

 

 開会 

 

 利用状況報告について 

11/1 現在 

入居者の状況 

入居人数（１８名） 男性（２名） 女性（１６名） 

要介護 1（６名） 要介護 2（7 名） 要介護 3（2名） 

要介護 4（3名） 要介護 5（０名） 平均介護度（２.1） 

年齢（平均 ９２.２歳）（最高齢 １０１歳、最若齢 ８２歳） 

    れもんの家～要介護１（1名） 要介護２（4 名） 要介護３（1 名） 要介護４（2名） 要介護５（０名） 

    すみれの家～要介護１（4名） 要介護２（３名） 要介護３（１名） 要介護４（1名） 要介護５（０名） 

 

 9、10 月の状況報告 

 ・Ｋ・Ａ様（女性）：9 月 21 日入所 （れもんの家） 

 ・Ｍ・Ｅ様（女性）：10 月 1 日～短期入所利用、  

 10/8 より入所に切り替わる。（すみれの家） 

  

 事業所活動報告について 

（１）9，10 月活動状況 

  ・スライド参照 

 

（２）職員研修会等 

毎月栄養研修、ISO グループホーム部会認知症研修 

ポジショニング研修・口腔ケア研修・看取り研修・感染予防研修・リスク研修・ 

ＩＳＯ研修・中堅クラス研修・認知症リーダー育成研修 

＜毎月定例としてあるもの＞ 

・ 第１火曜：サービス向上委員会 ・第１水曜：運営会議 ・第１木曜：感染委員会 

・ 第２月曜：事故防止委員会 毎月１０日前後：行事広報委員会 

・ 第３木曜：高齢者虐待防止、身体拘束適正化委員会 

・ 第４水曜：防災環境委員会 

・ 毎週月曜稼働調整会議 

・ 中旬：各ユニット会議 ・月末：グループホーム係会議 
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 ヒヤリハット報告について 

（１） ヒヤリハット（9月：１０件、10 月：7件） 

※ヒヤリハットは事故が起こる前に気付いたこと、起こっても利用者には変化がなかった場合のこと 

 

転倒 
表皮剥離 異食 

喉詰め 
離所 誤薬 

情報共有 
その他 

医療 

健康 

利用者 

トラブル 転落 誤嚥 ミス 

9 月 3 ０ 1 ０ ０ ０ 1 2 1 3 

10 月 3 ０ ０ 2 ０ ０ ０ 1 ０ ０ 

 

（２）事故ヒヤリ（9月：3件、10 月：3件） 

※事故とは起きてしまい利用者の観察が必要または治療が必要になったこと 

 転倒 
表皮剥離 異食 

喉詰め 
離所 誤薬 

情報共有 
その他 

医療 

健康 

利用者 

トラブル 転落 誤嚥 ミス 

9 月 2 0 ０ ０ ０ 1 ０ ０ ０ ０ 

10 月 2 0 ０ ０ ０ 0 ０ １ 1 ０ 

 

 意見交換 

 ・11/1 に地域見学でマグノリア全館を回った際、GH の居室は各個人用の間取りや写真が多くあり、

アットホームに感じた。 

 ・転倒が多く続く利用者に対して、同じような防止策になっており根本解決になっていないので、PDCA

を回して事故の再評価を行っていくとよいのでは。 

 ・入居者が居室から出られる際に付き添うのか？利用者が一人で勝手なことをすることを想像すると大

変そうだと感じた。 

 ・研修が多く通常の業務でも大変ではないのか。お疲れ様です。と労いの言葉。 

 ・ケアサポート（自費ﾍﾙﾊﾟｰ）サービスは現状どうですか？→施設長より現在利用者が増えてきており喜

ばれている。 

 ・すべての事故を防ぐことはできないが、好発時間場所を分析してみては。 

 ・重大事故が無く健康に過ごせていた。これからも頑張ってください。 

 

 

次回開催予定：令和 7年 1 月 15 日（水）１３：３０～１４：３０ 


